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通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成20年5月9日の中間決算発表時に公表した平成20年9月期

(平成19年10月1日～平成20年9月30日)の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 

記 

１．当期の業績予想数値の修正（平成 19 年 10 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日） 

（１）連結                              （単位：百万円） 

 

 売上高 営業利益 
 

経常利益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益

 （円 銭）

前回発表予想（Ａ） 27,203 2,856 2,811 1,375 1,663.76
今回修正予想（Ｂ） 25,656 2,031 2,010 739 894.10
増減額（Ｂ－Ａ） △1,547 △825 △801 △636 △769.66
増 減 率（％） △5.7% △28.9％ △28.5％ △46.3％ △46.3％
（ご参考）

前期実績（平成 19 年 9 月期）
21,616 2,159 2,153 1,198 1,579.33

（２）単独                              （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 
 

経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 
 （円 銭）

前回発表予想（Ａ） 12,954 1,221 1,341 737 891.47
今回修正予想（Ｂ） 13,034 1,143 1,274 679 821.78
増減額（Ｂ－Ａ） 80 △78 △67 △58 △69.69
増 減 率（％） 0.6％ △6.4％ △5.0％ △7.9％ △7.8％

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年 9 月期）

11,418 1,164 1,164 534 704.54

 
２、修正の理由 
 
Ⅰ 通期業績予想の見直し 
１． 売上高が従来の通期予想に比べ 5.7％下回る見通しとなったのは、①CRO 事業のうち SMO 業務

 



 

 

を行っているシミック CRC の売上が予想を下回る見通しであること、②同じく CRO 事業のうち

派遣型モニタリング業務が予想を下回る見通しであること、③CSO・その他事業のうち MR
派遣を行っているシミックエムピーエスエスの売上が予想を下回る見通しであること、④同じ

く CSO・その他事業のうちインターネットを通じてヘルスケア情報を提供するヘルスクリック

の売上が予想を下回る見通しとなったこと、などによるものです。一方、委受託型モニタリング

業務や、前臨床業務を行っている応用医学研究所の売上は予想を上回る見通しです。第４四半期

に売上高の挽回を図っておりますが、連結ベースで 5.7％従来予想を下回る見通しとなりました。

なお、シミック本体の売上高は予想を達成する見通しです。 
 
２．営業利益が従来の通期予想に比べ 28.9％下回る予想となったのは、１．に述べた売上高の減少

と、これに伴う原価率の上昇によるものです。第４四半期に営業利益の挽回を図っております

が、連結ベースで 28.9％の従来予想を下回る見通しとなりました。なお、シミック本体の営業

利益も従来予想を 6.4％下回る見通しです。 
 
３．経常利益が従来の通期予想に比べ 28.5％下回る見通しとなったのは、２．に述べた営業利益の

進捗の遅れによるものです。なお、シミック本体の経常利益も従来予想を 5.0％下回る見通し

です。 
   
４．当期純利益が従来の通期予想に比べ 46.3％下回る見通しとなったのは、３．に述べた経常利益

の進捗の遅れによるものです。なお、今期は前年に比べ実効税率が下がる見通しを立てており

ましたが、一部子会社の赤字が増大したため実効税率が予想より上昇する見通しとなっており

ます。なお、シミック本体の当期純利益も従来予想を 7.9％下回る見通しです。 
 
Ⅱ 来期（２００９年９月期）の業績予想 
   来期の連結業績は、サイトサポート・インスティテュートの業績が通期ベースで連結される

こと、第４四半期のモニタリング業務とデータマネジメント業務の受注が好調であることなど

から今期採用した人員が本格稼働し、シミック本体の売上高の増加が期待できること、今期

売上が計画を下回った上記四事業の組織手当て等が今期中に終了すること、などにより、連結

売上高は 300 億円程度、連結営業利益は 26 億円程度となることを予想しております。なお、

正式な予想は 11 月 7 日発表予定の 2008 年 9 月期決算発表と同時に公表する予定です。 
 
                                        以 上 

 
※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
１株当たり当期純利益の予想につきましては、平成 20 年 9 月期の予想期中平均株式数を基に算出

しております。 
 

 


